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今
月
の
納
税
メ
モ

固
定
資
産
税
（
含
都
市
計
画
税
）

国
民
健
康
保
険
料
　
　
十
二
月
分

納
期
限

い
ず
れ
も
十
二
月
二
十
五
日
ま
で

市
役
所
新
庁
舎
を

１
月
1
7
,
1
8
,
1
9
日
一
般
に
公
開

こ
と
し
の
３
月
末
か

ら
工
事
に
と
り
か
か
っ

た
市
役
所
の
新
庁
舎
も

予
定
ど
お
り
工
事
が
す

す
み
、
今
月
末
に
で
き

あ
が
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

永
い
間
、
市
民
の
み

な
さ
ん
方
に
、
ご
迷
惑

を
お
か
け
し
て
い
た
現

在
の
仮
庁
舎
（
公
民
館

大
講
堂
）
か
ら
引
越
し

て
、
明
年
二
月
は
じ
め

に
新
庁
舎
で
仕
事
を
し

ま
す
。

新
庁
舎
の
各
課
の
配

置
は
次
の
と
お
り
で
す

一
階

（
市
民
課
）
転
出
人
、

出
生
、
死
亡
、
戸
籍
、
国
保

年
金
、
衛
生
な
ど
一
番
み
な

さ
ん
に
関
係
の
深
い
課
で
す

（
税
務
課
）
市
税
の
賦
課
、
徴
収

（
福
祉
事
務
所
）
生
活
保
護
、
軍

人
恩
給
、
保
育
園
、
日
雇
い

健
康
保
険
な
ど

（
収
入
役
室
）
市
税
の
収
入
、
支

払
い
、
年
金
証
紙
県
証
紙
の

売
払
い

（
宿
直
室
）二　

階

（
教
育
委
員
会
）
教
育
長
室
お
よ

び
学
校
教
育
、
社
会
教
育

（
建
設
課
）
土
木
、
建
築
、
都
市

計
画

（
経
済
課
）
農
林
水
産
業
、
商
工

観
光

（
企
業
課
）
上
下
水
道
、
温
泉
、

交
通
船
、
公
益
質
屋

（
電
話
交
換
室
）

（
農
業
委
員
会
）

（
監
査
委
員
会
）

（
国
体
事
務
局
）

（
小
会
議
室
）

三
　
階

（
市
長
室
）

（
助
役
室
）

（
応
接
室
）

（
総
務
課
）
人
事
給
与
、
消
防
、

選
管
、
広
報
、
企
画
、
統
計

な
ど

（
財
政
課
）
市
営
住
宅
、
市
有
財

産
の
管
理
、
財
政
な
ど

（
記
者
ク
ラ
ブ
）

（
小
会
議
室
二
室
）

（
大
会
議
室
）

四
　

階

（
正
副
議
長
室
）

（
応
接
室
ヽ

（
委
員
会
室
三
室
）

（
議
員
控
室
）

（
議
場
）

（
議
会
事
務
局
）

完
成
し
た
新
庁
舎
内
部
を
１
月

1
7
、
1
8
、
1
9
日
の
三
日
間
（
予
定

）
一
般
に
公
開
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
新
庁
舎
正
面
玄

関
に
お
い
で
下
さ
い
。

な
お
、
公
開
期
日
に
変
更
が
あ

り
ま
し
た
ら
後
日
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

（
写
真
は
最
後
の
仕
上
げ
に
か
か

っ
た
新
庁
舎
）

12月20日から
市営渡船料金が
一部かわります

さ
る

３
月
定

例
市
議

会
で
き

ま
つ
だ

市
営
渡

船
料
は

今
回
運

輸
大
臣

の
認
可

が
あ
り

ま
し
た

の
で
、

今
月
二
十
日
か
ら
一
部
の
料
金
が

次
の
よ
う
に
か
わ
り
ま
す
。

変
更
分
の
み
（
　
）
は
旧
料
金

・

通
、
仙
崎
航
路

（
通
、
仙
崎
間
）

大
人
片
道
　
四
〇
円
（
三
五
円
）

通
勤
定
期
券
　
　
一
ヵ
月

八
〇
〇
円
（
七
〇
〇
円
）

普
通
定
期
券
　
一
ヵ
月
　
一
、
〇

〇
〇
円
（
八
五
〇
円
）

自
転
車
片
道
一
台
　
四
五
円
（
三

五
円
）

荷
積
車
片
道
一
台
　
六
〇
円
（
五

〇
円
）

大
口
貨
物
（
2
0≒
以
上
）
　一
個

五
〇
円
（
四
〇
円
）

小
口
貨
物
（
４
十り
1
2
0≒
）
　一
個

三
〇
円
（
二
〇
円
）

（
通
、
大
日
比
間
）

通
勤
定
期
券
　
一
ヵ
月
　
四
〇
〇

円
（
三
八
〇
円
）

普
通
定
期
券
　
一
ヵ
月
　
苙
○
○

円
（
四
七
〇
円
）

自
転
車
片
道
一
台
　
二
五
円
（
二

○
円
）

荷
積
車
片
道
一
台
　
三
五
円
（
三

〇
円
）

大
口
貨
物
　
一
個
　
三
〇
円
（
二

五
円
）

小
口
貨
物
　
一
個
　
二
〇
円
（
一

五
円
）

（
大
日
比
、
仙
崎
間
）

通
勤
定
期
券
　
一
ヵ
月
　
四
〇
〇

円
（
三
五
〇
円
）

普
通
定
期
券
　
一
ヵ
月
　
五
〇
〇

円
（
四
三
〇
円
）

自
転
車
片
道
一
台
　
二
五
円
（
二

〇
円
）

荷
積
車
片
道
一
台
　
三
五
円
（
二

五
円
）△

以
下
二
面
へ
続
く
▽

有
権
者
一
七
、九
九
七
人

基
本
選
挙
人
名
簿

登
録
者
数
が
内
定

九
月
十
五
日
現
在
で
調
製
し
た

基
本
選
挙
人
名
簿
の
登
録
者
数
が

十
二
月
二
十
日
で
確
定
し
ま
す
が

、
そ
れ
の
各
投
票
区
別
の
概
数
は

次
の
と
お
り
で
す
。

通
投
票
区
　
　
一
、
七
三
二

田
ノ
浦
　
　
　
　
　

五
三
一

仙
崎
第
一
　
　
二
、
二
七
八

仙
崎
第
ニ
　
　

ー
、
八
一
〇

白
　
　
潟
　
　
　
　

七
六
一

大
日
比
　
　
　
　
　

二
九
三

大
　
　
泊
　
　
　
　

三
三
九

青
　

海
　
　
　

二
一
八

湊
　
　
　
　
　
二
、
〇
四
三

正
明
市
　
　
　

二
、
二
二
九

上
ノ
原
　
　
　

一
、
〇
四
七

河
　
　
原
　
　
　
　

九
四
八

湯
　
　
本
　
　
一
、
〇
四
四

渋
　
　
木
　
　
　
　

八
四
二

大
　
　
峠
　
　
　
　

九
九

木
　
　
津
　
　
　
　

三
三
三

大
羽
山
　
　
　
　
　

五
六
一

湯
　
　
町
　
　
　
　

八
八
九

合
　
計
　
一
七
、
九
九
七

う
ち
　
男
　
八
、
一
五
六

女
　
九
、
八
四
一

こ
の
基
本
選
挙
人
名
簿
は
一
月

下
旬
に
行
な
わ
れ
る
市
議
会
議
員

選
挙
か
ら
使
用
し
ま
す
が
、
こ
の

名
簿
に
載
つ
て
い
な
い
方
は
、
一

月
中
旬
（
期
日
未
定
）
に
行
な
う

補
充
選
挙
人
名
簿
登
録
申
請
の
手

続
き
を
し
て
下
さ
い
．
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青海大橋

実
現
に
十
歩
前
進

今
年
ま
ず
取
付
道
路
に
着
手

地
元
仙
崎
は
も
ら
ろ

ん
、
観
光
に
た
よ
る
長

門
市
民
が
待
ち
望
ん
で

い
た
青
海
大
橋
（
仮
称

）
は
こ
の
ほ
ど
正
式
認

可
が
あ
り
、
と
り
あ
え

ず
大
泊
側
取
り
付
道
路

の
工
事
に
と
り
か
か
り

ま
し
た
。

こ
の
青
海
大
橋
は
、
仙
崎
と
青

海
島
の
最
短
距
離
八
王
子
公
園
（

一
二
〇
米
）
を
結
ぶ
も
の
で
、
現

在
の
仙
崎
漁
協
前
か
ら
匂
配
６
％

（
一
〇
〇
米
で
六
米
高
と
な
る
）

の
仙
崎
側
取
り
付
け
道
路
五
〇
米

を
つ
け
、
そ
こ
か
ら
一
二
〇
米
の

陸
橋
さ
ら
に
、
海
上
は
デ
ィ
ビ
ダ

ー
グ
式
と
い
う
最
新
工
法
に
よ
り

一
四
〇
米
、
あ
わ
せ
て
三
一
〇
米

（
橋
の
部
分
二
六
〇
米
）
で
、
八

王
子
公
園
広
場
か
ら
約
一
四
米
下

の
中
腹
に
つ
な
が
り
、
山
の
側
面

を
堀
り
ぬ
い
て
大
泊
湾
入
江
に
通

じ
る
も
の
で
す
。

今
年
度
は
、
と
り
あ
え
ず
工
費

二
八
八
万
円
で
大
泊
側
取
り
付
け

道
路
の
工
事
に
と
り
か
か
り
ま
し

た
。な

お
、
こ
の
橋
の
本
工
事
は
3
8

年
度
と
3
9年
度
の
２
年
に
わ
た
り

工
事
を
行
っ
て
、
昭
和
4
0年
３
月

ま
で
に
は
完
成
す
る
予
定
で
、
こ

の
完
成
が
各
方
面
か
ら
待
た
れ
て

い
ま
す
。

（
写
真
は
、
さ
る
1
2月
1
2日
八
王

子
公
園
で
行
な
わ
れ
た
起
工
式
に

玉
串
を
捧
げ
る
斎
木
市
長
）

市
職
員
の
採
用
試
験

願
書
提
出
１
月
2
0日
ま
で

3
8年
度
市
職
員
採
用
試
験
を
次

の
要
領
で
行
な
い
ま
す

（
応
募
資
格
）

市
内
居
住
者
で
高
校
卒
業
程
度

以
上
の
学
力
の
あ
る
年
令
3
0歳
未

満
の
男
女

（
試
験
方
法
）

一
次
試
験

二
月
上
旬
に
教
養
試
験
と
適
性

検
査
を
行
な
い
ま
す
。

二
次
試
験
（
一
次
合
格
者
の
み
）

二
月
中
旬
に
口
述
試
験
を
行
な

い
ま
す
。

試
験
場
所
は
、
い
ず
れ
も
長
門

市
役
所

（
受
験
願
書
提
出
期
日
）

3
8年
１
月
2
0日
ま
で
に
、
受
験
申

込
轡
、
自
筆
履
歴
書
（
ペ
ン
で
も

可
）
お
よ
び
写
真
（
上
半
身
脱
帽

名
刺
型
）
各
一
枚
あ
て
、
長
門
市

役
所
総
務
課
ま
で
必
着
の
こ
と

（
そ
の
他
）

く
わ
し
い
こ
と
は
総
務
課
に
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

製
造
事
業
所

を
対
象
に

1
2月
3
1日
現
在
で

工
業
統
計
調
査

毎
年
1
2月
3
1日
現
在
で
、
工
業

統
計
調
査
が
、
全
国
の
製
造
業
を

い
と
な
む
事
業
所
を
対
象
に
行
な

わ
れ
ま
す
。

こ
の
工
業
統
計
調
査
は
、
製
造

事
業
所
に
対
し
て
、
生
産
の
た
め

に
使
用
さ
れ
た
生
産
要
素
や
生
産

活
動
の
成
果
な
ど
に
つ
い
て
調
べ

わ
が
国
に
お
け
る
製
造
業
の
実
態

を
つ
か
む
た
め
に
行
な
わ
れ
る
も

の
で
、
課
税
の
対
象
に
は
絶
対
し

ま
せ
ん
か
ら
、
調
査
員
が
訪
問
し

た
ら
（
訪
問
は
一
月
中
旬
ご
ろ
）

正
確
な
資
料
を
提
供
下
さ
る
よ
う

ご
協
力
下
さ
い
。

な
お
、
調
査
す
る
お
も
な
内
容

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
事
業
所
の
所
在
地

④
従
業
者
数
お
よ
び
給
与
の
総
額

③
原
材
料
な
ど
の
使
用
額

④
有
形
固
定
資
産

④
製
造
品
の
出
荷
額
と
在
庫
額

危
険
物
安
全
協
会
か
ら

危
険
物
設
備

関
係
の
注
意

〔
電
気
設
備
〕

電
熱
器
具
類
は
も
ち
ろ
ん
、
ネ

オ
ン
、
計
量
機
、
エ
ア
ー
コ
ン
プ

レ
ッ
サ
ー
な
ど
の
電
気
器
具
、
電

気
配
線
は
シ
ョ
ー
ト
す
る
お
そ
れ

は
な
い
か
よ
く
注
意
し
、
ス
イ
ッ

チ
等
は
す
べ
て
、
防
嗜
型
の
も
の

を
使
用
し
ま
し
よ
う
。
ま
た
事
務

室
内
の
コ
ン
セ
ン
ト
は
床
面
か
ら

一
、
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
に

設
け
、
床
面
に
近
い
も
の
の
使
用

は
避
け
ま
し
よ
う
。

〔
ガ
ソ
リ
ン
、
オ
イ
ル
の
も
れ
〕

ガ
ソ
リ
ン
、
オ
イ
ル
の
も
れ
が

認
め
ら
れ
た
場
合
は
直
ち
に
作
業

を
中
止
し
、
も
れ
た
も
の
呀
ボ
ロ

布
で
ぬ
ぐ
う
か
、
乾
い
た
砂
を
か

け
て
あ
と
し
ま
っ
を
し
排
水
溝
に

流
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

よ
う
。
計
量
機
内
部
、
地
下
タ
ン

ク
か
ら
の
配
管
の
接
続
部
な
ど
、

か
く
れ
た
部
分
は
定
期
的
に
、
も

れ
を
確
か
め
ま
し
よ
う
。

油
分
離
装
置
内
の
油
は
随
時
く

み
あ
げ
、
た
ま
っ
た
土
砂
は
と
り

除
き
ま
し
よ
う
。

〔
廃
油
、
油
ボ
ロ
等
の
処
理
〕

廃
油
は
少
量
で
も
排
水
溝
に
流

さ
ず
、
金
属
製
荳
付
安
全
暗
に
入

れ
て
廃
油
回
収
業
者
に
渡
す
な
ど

安
全
な
方
法
で
毎
日
処
理
し
ま
し

よ
う
Ｏ

油
ポ
ロ
、
そ
の
他
油
の
っ
い
た

物
も
放
置
せ
ず
一
定
の
蓋
付
金
属

喧
に
溜
め
て
回
収
業
者
に
渡
す
か

安
全
な
場
所
が
あ
る
場
合
は
監
視

人
を
つ
け
て
焼
却
す
る
な
ど
し
て

処
理
し
ま
し
よ
う
。
’

〔
オ
イ
ル
ミ
キ
サ
ー
〕

軽
自
動
車
の
燃
料
と
し
て
混
合

油
を
つ
く
る
場
合
に
は
、
ま
わ
り

の
火
気
に
注
意
し
、
特
に
夜
な
ど

オ
イ
ル
ミ
キ
サ
ー
を
収
納
す
る
場

合
は
火
気
の
な
い
注
油
室
等
に
お

さ
め
ま
し
よ
う
。

よ
く
混
合
汕
を
Ｉ
升
び
ん
に
入

れ
て
あ
る
の
を
見
か
け
ま
す
が
、

け
と
ば
し
た
り
、
落
し
て
こ
わ
す

危
険
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
ガ
ラ
ス

び
ん
に
入
れ
な
い
よ
う
注
意
し
ま

し
よ
う
。

〔
容
器
入
り
の
石
油
類
〕

地
下
タ
ン
ク
等
の
設
備
の
ほ
か

に
石
油
類
（
お
も
に
ガ
ソ
リ
ン
）

を
ド
ラ
ム
躪
な
ど
の
容
器
類
に
入

れ
て
貯
蔵
し
て
お
く
こ
と
は
消
防

法
違
反
で
あ
り
、
ま
た
火
災
が
起

っ
た
場
合
は
大
火
に
な
る
お
そ
れ

が
あ
り
ま
す
か
ら
絶
対
に
や
め
ま

し
よ
う
。

（
長
門
市
危
険
物
安
全
協
会
）

3
8年
消
防
出
ぞ
め
式

１
月
５
日
深
川
中
で

恒
例
の
消
防
出
ぞ
め
式
は
、
来

る
１
月
５
日
午
前
９
時
か
ら
深
川

中
学
校
グ
ラ
ン
ド
で
、
原
田
団
長

以
下
六
八
二
名
が
参
加
し
て
、
は

な
ば
な
し
く
行
な
わ
れ
ま
す
。

当
日
は
出
動
す
る
消
防
ポ
ン
プ
（

四
輪
自
動
車
以
下
2
0台
）
が
放
水

競
争
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
市
民
多
数
の
観
覧
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

（
一
面
よ
り
続
き
）

大
口
貨
物
　
一
佃
　
三
〇
円
（
二

〇
円
）

小
口
貨
物
　
一
個
　
二
〇
円
（
一

〇
円
）

仙
崎
、
青
海
島
航
路

普
通
定
期
券
　
一
ヵ
月
　
二
四
〇

円
（
一
八
〇
円
）

回
数
券
　
五
〇
回
分
　
三
五
〇
円

（
二
〇
〇
円
）
小
人
は
半
額

香
典
返
し

深
川
湯
本
　
　
　
中
村
八
郎
さ
ん

仙
崎
新
屋
敷
　
　
西
村
純
三
さ
ん

い
ず
れ
も
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
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